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腸は、栄養吸収のための器官であるだけなく、最大級の免疫器官となっている。この腸管免疫系にお

いては、病原微生物の他、食品、腸内共生菌が共存するため、特徴的な免疫応答が誘導される。まず、

経口摂取されたタンパク質抗原に対して、食物アレルギーの抑制機構とされる「経口免疫寛容」が誘導さ

れ、免疫応答が抑制される。さらに、腸管粘膜における感染防御を担い、腸内共生菌を制御するIgA抗体

分泌が誘導される。また、感染防御にはたらくTh17細胞が誘導されることも明らかになってきた。このような

応答は、腸管に存在する独特の性質を有する免疫細胞によって担われる。そして、これら腸管特有の細

胞群に対し、種々の食品成分が作用し、免疫応答を調節しうる。本講演では、腸管免疫系を介した食品

による免疫調節について紹介したい。 

食品によるアレルギー抑制 

食品による免疫調節の主な目的の一つとして、アレルギー抑制があげられる。アレルギーの発症と、腸

内共生菌の関係が明らかとなってきたことを背景に、乳酸菌、発酵乳、ビフィズス菌、あるいは腸内共生菌

の調節作用を有するオリゴ糖を利用して、アレルギーを予防、あるいは治療することが試みられ、皮膚炎

や花粉症で一定の効果が報告されている。当グループでは、作用機序として、腸管免疫系樹状細胞によ

る制御性T細胞誘導促進を示唆する結果を得ている。 

食品による感染防御能の増強 

食品によりIgA産生を増強することができれば、感染防御能の増強につながると考えられる。以前から、

乳酸菌、ビフィズス菌によりIgA誘導が増強されることが知られていたが、当研究グループでは、ある乳酸

菌が腸管樹状細胞のIL-6産生を誘導し、IgA産生を増強することを見出した。この乳酸菌の経口投与によ

り、マウスのインフルエンザに対する感染防御能が高まった。また、多糖類βグルカンが同様な機構によっ

てIgA産生を誘導することも明らかにしている。 

加齢に伴う腸管免疫系の機能低下 

加齢により体の多くの機能が低下し、免疫機能も例外ではないが、腸管免疫応答の加齢による変化に

ついては十分明らかとなっていない。当研究グループでは、樹状細胞の機能低下が、加齢に伴う腸管免

疫系の機能低下の要因となることを示唆する結果を得ている。加齢による腸管免疫機能の低下を回復さ

せることにより、高齢者における感染防御能を高めることができるのではないかと期待している。 

以上、食品により腸管免疫系を介して免疫応答を調節できることが明らかになっており、機能性食品等の

開発につながると期待される。 


